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▲愛媛県外国語指導助手
　ガヴィン・キーリーさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆さん、こんにちは。私の名前はガヴィン・キーリーです。アイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルランドのダブリン市の近くが出身です。私は22歳で、２カ月前に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西条市に来ました。西条高校のＡＬＴです。ほかにも西条市と新居
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜市の高校の５校で教えています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主な趣味は音楽です。大学で音楽を専攻し、自分で作曲するのが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　好きです。いずれ、作曲家になりたいと思います。ほかの趣味は旅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行です。14カ国に行ったことがあります。
　　この度、初めて日本に来ました。今までのところ、西条市での生活をとても楽しんでいます。最初は、周りに
　ほかの外国人があんまりいなくて、自分は日本語ができないので緊張をしていたけれども、職場の同僚も、地域
　の方々も親切なので、西条市の生活になじめるように世話してくれました。
　　すでに日本で英語の先生として勤めている友達がいて、彼らに「日本はとても楽しくていいところだから、ガ
　ヴィンも来たらどう？」と勧められました。そして、私もアイルランドにいる友達に来年日本での就職を勧めて
　います。
　　アイルランドはヨーロッパの中にあり、イギリスの横に位置しています。日本に比べたらとても寒い国です。
　日本の夏は暑いです。日本の食べ物も、アイルランドと大きく違います。日本はアイルランドのように美しいけ
　れど、その美しさが全然違うところが気に入っています。できるだけ日本中を旅行したいと思っています。特に
　北海道の雪祭りに行きたいです。
　　私は双子で、弟がロンドンに住んでいます。彼も旅行大好きです。彼と私のお母さんは桜が咲く季節に日本に
　来ます。その季節は日本を旅するのに一番いいと聞いたからです。
　　日本語がまだできないけれど、日本語のレッスンを受けているので、西条市の皆さんと話をし、友達がつくれ
　るように努力します。皆さん、お会いできることを楽しみにしています。よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳：国際交流員ケイレブ
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